
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童アンケートの結果です 

＜評価項目＞ A:大変よくできている。B:できている。C:少しできていない。D:できていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年１１月６日     NO.９  評価特集号 

京都市立室町小学校   校長 稲葉 章江 

℡(075)431-0358   Fax(075)431-0359 

学校HP    http://www.edu.city.kyoto.jp/hp/muromachi-s/ 

秋の深まりが感じられる頃となりました。先日は，お忙しい中，ミニ運動会・自由参観にお越し下さ
り，ありがとうございました。 
さて，今年度も９月に学校アンケートを児童，保護者の皆様，教職員を対象に実施し，その結果を下記

のようにまとめました。今回の結果を通して，私たち教職員が日頃の取組を見直すきっかけにすると共
に，保護者の皆様，地域の皆様と一緒により良い学校づくりに向けて取組を進めていきたいと考えて
います。＊今回の結果と昨年度後期の結果を比較しながら，見えてくる成果や課題について分析してい
きます。 

＜考察＞ 
今年度も，友だちと仲よく楽しく学校生活を送ることができている子どもが多くみられました。しか

し，１００％ではありません。コロナウイルスによる休業や諸行事の中止などの影響もあってか，学校生
活になじめず楽しいと感じていない子どもが昨年よりやや増えています。一人一人の声に耳を傾け，
子どもたちにとってより「登校が楽しみになる」学校になるよう取組を進めていきます。 
学習については，授業がよく分かると答えた子どもが昨年より多く見られました。一人で学習する

ことも良いけれど，先生や友達と共に学習する方がよく分かると実感できたのかもしれません。ただ
し，本当に理解できているのかきちんと見取り，必要な指導をすることが大切です。ご家庭で宿題等
をしている折につまずきなど見られましたら，担任までお知らせください。 
尚，今回一番できていると答えた率が低かったのは，「学習中に自分の考えを発表する」でした。 

自分の考えを進んで表現できるよう，声かけ・指導を継続していきます。 



○保護者アンケートの結果です 

＜評価項目＞ A:大変よくできている。B:できている。C:少しできていない。D:できていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜考察＞ 
昨年度に比べてほとんどの項目で，Ａ・Ｂの比率がやや下がるという結果になりました。中でもＮＯ．６，ＮＯ．９の基礎・基本の力，家庭学習や読書への自主的な取組に対する率が低かったです。新型コロナウ

イルス感染拡大防止のための臨時休業で，十分な学習時間が取れていないのではないかとご心配されていたり，実際，ご家庭で学習する姿を見て，基礎・基本の定着不足を感じたりした方もおられたと捉えて
います。基礎・基本の力が身につくよう，丁寧に指導すると共に繰り返し問題に取り組む時間を保障していきたいと考えています。また，自主的に取り組んだり自ら考えて学習したりすることができるようにな
るために，問題解決型の授業を進めていきます。 
今年度は，授業参観や行事が少なく，懇談会もないので，学校の取組を知っていただく機会があまりありません。ホームページで各学年の様子をお知らせしているところですが，自由記述でいただいたご意

見も参考にしながら今後も取組を進めていきます。 


